


差し引きＡ―Ｂ

６億２，１７１万６千円

５億５，７９１万９千円

△２，９１１万８千円

３８２万１千円

９２２万９千円

４４６万９千円

１４３万７千円

１，２３２万５千円

６千円

６９６万８千円

１，９４９万７千円

１４０万７千円

６９万７千円

２７４万８千円

２４万８千円

３万７千円

６万５千円

２６万９千円

２３万９千円

２５万７千円

５億９，２５２万円

９，７０７万６千円

７，１６５万６千円

４２２万４千円

１億７，２９５万６千円

１３億８，７１９万２千円

歳 出 Ｂ

２３０億２，９８５万３千円

５０億３９２万５千円

３３億７，８７７万円

５億５，１７６万６千円

６５億９，７９２万１千円

２，１３５万円

３，０６４万８千円

２，８０４万３千円

１，３１１万２千円

１１億４，９１１万２千円

１８億６，８１３万２千円

７億３，３３３万９千円

４，９６１万９千円

４，５５３万８千円

５５万９千円

９万９千円

７，３３９万４千円

１７８万４千円

１９３万２千円

３０５万６千円

１９５億５，２０９万９千円

６９億６，２４４万８千円

１０億７，０１１万３千円

２，００３万９千円

８０億５，２６０万円

５０６億３，４５５万２千円

歳 入 Ａ

２３６億５，１５６万９千円

５５億６，１８４万４千円

３３億４，９６５万２千円

５億５，５５８万７千円

６６億７１５万円

２，５８１万９千円

３，２０８万５千円

４，０３６万８千円

１，３１１万８千円

１１億５，６０８万円

１８億８，７６２万９千円

７億３，４７４万６千円

５，０３１万６千円

４，８２８万６千円

８０万７千円

１３万６千円

７，３４５万９千円

２０５万３千円

２１７万１千円

３３１万３千円

２０１億４，４６１万９千円

７０億５，９５２万４千円

１１億４、１７６万９千円

２，４２６万３千円

８２億２，５５５万６千円

５２０億２，１７４万４千円

区 分

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

保険事業勘定

サービス勘定

老 人 保 健

温 泉 開 発

奨 学 資 金

卸 売 市 場

土 地 取 得

都 市 計 画

下 水 道

農 業 集 落 排 水

公 営 駐 車 場

急 患 セ ン タ ー

上 川 沿

下 川 沿

片 山

川 口

餅 田

立 花

計

病 院

水 道

工 業 用 水 道

計

合 計

介 護
保 険

財

産

区

特

別

会

計

企
業
会
計

�広報大館２００２．１２．１

問 財政課
�４９－３１１１（内線３７６）

おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす

市市
のの
財財
政政
状状
況況

平平
成成
１１３３
年年
度度
歳歳
入入
歳歳
出出
決決
算算
・・
財財
政政
指指
標標
・・
ババ
ララ
ンン
スス
シシ
ーー
トト

平平成成１１３３年年度度会会計計別別決決算算総総括括表表

平
成
１３
年
度
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
積
極
的
な
姿
勢

で
行
政
課
題
に
取
り
組
み
、
平
成
１３
年
度
に
お
い
て
も

釈
迦
内
保
育
園
の
改
築
、
城
西
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、小
柄
沢
墓
園
の
造
成
、大
館
駅
東
大
館
線
の

道
路
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
税
と
並
ん
で
市
の
基
幹
収
入
で
あ
る
国

か
ら
の
地
方
交
付
税
が
、
平
成
１４
年
度
は
対
前
年
度
比

３．５
％
の
減
と
な
り
、
今
後
も
さ
ら
に
減
少
し
て
い
く
こ

と
が
確
実
な
情
勢
で
す
。
歳
入
不
足
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
、
行
政
コ
ス
ト
の
一
層
の
縮
減
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
事
業
の
選
択
が
財
政
面
で
の
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
１３
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
状
況
に
加

え
、
財
政
力
指
数
な
ど
全
国
の
市
町
村
の
財
政
状
況
を

比
較
で
き
る
財
政
指
標
、
資
産
や
負
債
な
ど
の
蓄
積
状

況
を
示
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
の
概

要
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



経経常常収収支支比比率率
（県内の市の平均：８５．０％）
人件費、扶助費、公債費など義務的
経費に、市税や地方交付税などの一
般財源がどのくらい支出されている
かを示したもの。その比率が低いほ
ど弾力的な財政運営ができ、市では
８０％程度が妥当とされている。

公公債債費費比比率率
（県内の市の平均：１３．６％）
平均的な水準で行政を行った場合の
歳入規模に対する公債費（過去に借
りた借金の返済金）の割合で、借入
額の妥当性、財政の弾力性を見る指
標。低いほど財政に弾力性がある。

財財政政力力指指数数
（県内の市の平均：０．４７６）
平均的水準で行政を行った場合に要
する経費に対する自主財源（市税な
ど）の割合を示したもの。「１」に近
いか「１」を超えるほど財源に余裕が
あり、数値が低いほど国からの地方
交付税に依存しているとされている。

鹿角市
８４．６
１２．０
０．３２５

大曲市
８３．２
１４．８
０．４７０

湯沢市
８６．１
１０．３
０．４２０

男鹿市
８６．９
１１．０
０．４２６

本荘市
８５．４
１２．４
０．４７６

横手市
８３．５
１５．３
０．５００

能代市
８７．０
１３．０
０．５４２

秋田市
７９．３
１７．３
０．６４５

大館市
８８．６
１６．６
０．４７７

経常収支比率
公債費比率
財政力指数

４億７千万円
４億８千万円

２億１千万円
２億１千万円

１億円
１億円

３３３３億億円円
３２億６千万円

１９億６千万円
１１８８億億５５千千万万円円

８億１千万円
７７億億４４千千万万円円

市民税（個人）

市民税（法人）

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

その他

平成１３年度一般会計の総額は前年度と比べて歳入が２億２千万円、歳
出が２億６千万円減少しました。歳入は地方交付税と市税が減ったた
めで、歳出はコンポストセンターの建設や松木（踏切）地下道などの
事業終了にともない支出が減ったためです。

一一般般会会計計のの決決算算内内訳訳

そそのの他他 １１８８億億４４千千万万円円（（８８．．００％％））

商商工工費費 １１１１億億９９千千万万円円（（５５．．２２％％））

農農林林水水産産業業費費１１２２億億８８千千万万円円（（５５．．６６％％））

衛衛生生費費 ２２２２億億９９千千万万円円（（９９．．９９％％））

教教育育費費 ３３００億億８８千千万万円円（（１１３３．．４４％％））

公公債債費費 ２２７７億億円円（（１１１１．．７７％％））

総総務務費費 ２２６６億億７７千千万万円円（（１１１１．．６６％％））

土土木木費費 ２２８８億億円円（（１１２２．．１１％％））

民民生生費費 ５５１１億億８８千千万万円円（（２２２２．．５５％％））

財
政
力
指
数

歳歳出出 ２２３３００．．３３億億円円

０．７００

０．６５０

０．６００

０．５５０

０．５００

０．４５０

０．４００

０．３５０

０．３００

０．２５０

０．２００

経常収支比率
公債費比率
財政力指数

県県支支出出金金１１１１億億２２千千万万円円（（４４．．７７％％））

諸諸収収入入 １１１１億億円円（（４４．．７７％％））

市市 債債 １１６６億億８８千千万万円円（（７７．．１１％％））

そそのの他他（（分分担担金金、、繰繰入入金金ななどど））
３３５５億億１１千千万万円円（（１１４４．．８８％％））

国国庫庫支支出出金金１１９９億億９９千千万万円円（（８８．．４４％％））

地地方方交交付付税税７７５５億億８８千千万万円円（（３３２２．．１１％％））

市市 税税 ６６６６億億７７千千万万円円（（２２８８．．２２％％））

歳歳入入 ２２３３６６．．５５億億円円

県県内内各各市市のの財財政政指指標標（（平平成成１１３３年年度度決決算算））

３０（億円）

�一般会計の目的別残高
（２２０億１千万円）

平成１３年度
平成１２年度

（平成１４年５月３１日現在）

２０

�借入金残高（一般・特別会計）
（４０１億９千万円）

１０８６

市市税税のの決決算算額額

市市債債のの状状況況

広報大館２００２．１２．１

４

１００．０

９０．０

８０．０

７０．０

６０．０

５０．０

４０．０

３０．０

２０．０

１０．０

０．０

２

経
常
収
支
比
率
・
公
債
費
比
率
（
％
）

�



市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
１３
年
度
の
決
算
に
基
づ
い

て
「
大
館
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
学
校
、
福
祉
施

設
、
道
路
な
ど
の
資
産
と
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
お
金

を
対
比
し
て
市
全
体
の
資
産
や
負
債
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
単
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
（
お
金
の
使
い

方
）
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
昭
和
４４
年
度
以
降
の
す
べ
て
の

資
産
や
負
債
な
ど
の
蓄
積
状
況
を
把
握
で
き
ま
す
。

○
土
木
費
と
教
育
費
が
全
体
の
７０
％

有
形
固
定
資
産
を
分
野
別
に
見
る
と
、
道
路
、
市
営
住
宅
、

公
園
な
ど
土
木
費
が
２
９
５
億
円（
４１
％
）と
最
も
多
く
、次
い

で
教
育
費
の
２
０
９
億
３
千
万
円（
２９
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
費
目
は
、
現
在
、
有
浦
東
台
線
道
路
改
良
事
業
、

高
館
・
樹
海
公
園
新
設
事
業
、
城
西
小
学
校
改
築
事
業
に
着

手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
数
年
間
は
さ
ら
に
伸
び
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
割
合
が
低
い
費
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
野

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
毎
年
度
の
予
算
で
高
い
割
合
を
占
め
る
民
生
費
の

多
く
は
、
扶
助
費
な
ど
の
よ
う
に
そ
の
年
度
で
消
費
さ
れ
て

し
ま
う
性
格
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
資

本
の
形
成
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
性
質
の
経
費
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
は
表
れ
ま
せ
ん
。

○
市
民
一
人
当
た
り
の
資
産
は
１
１
８
万
円

平
成
１２
年
度
末
に
１
１
６
万
８
千
円
で
あ
っ
た
市
民
一
人

当
た
り
の
資
産
額
は
１
１
８
万
円
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
主
に
土
木
費
の
有
形
固
定
資
産
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
世
代
の
負
担
率
は
６６
・
２
％

有
形
固
定
資
産
の
形
成
に
当
て
ら
れ
た
正
味
資
産
の
比
率

（
平
成
１３
年
度
末
で
６６
・
２
％
）
を
見
る
こ
と
で
、
社
会
資

本
整
備
の
た
め
こ
れ
ま
で
の
世
代
で
ど
れ
ぐ
ら
い
負
担
し
て

き
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
将
来
の
世

代
へ
の
負
担
が
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
市
債
残
高
か
ら
現
金
・
預
金
額
を
差
し
引
い
た
額

を
人
口
一
人
当
た
り
で
表
す
と
、
平
成
１２
年
度
末
で
３６
万
９

千
円
、
１３
年
度
末
で
は
３７
万
４
千
円
で
、
市
民
一
人
当
た
り

の
負
担
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
市
債
残
高
に
は
普
通
交
付
税
と
し
て
後
年
度
に
国

か
ら
市
に
交
付
さ
れ
る
分
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
昨
今
の
交
付
税
制
度
改
革
の
動
向
を

考
慮
す
る
と
、
財
政
運
営
に
は
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
指
標
の
一
つ
で
す
。

貸 方
資産調達の内容

（負債の部） これから負担する分

１．固定負債 ２８４億１千万円

（１）地方債 ２３８億円

（２）債務負担行為 ０円
① 物件の購入等 ０円
② 債務保証又は損失補填 ０円

（３）退職給与引当金 ４６億１千万円

２．流動負債 ２３億円

（１）翌年度償還予定額 ２３億円

（２）翌年度繰上充用金 ０円

負 債 合 計 ３０７億１千万円

（正味資産の部） これまでの世代で負担した分

１．国庫支出金 １０１億８千万円

２．都道府県支出金 ５３億３千万円

３．一般財源等 ３２３億５千万円

正味資産合計 ４７８億６千万円

７８５億７千万円負債・正味資産合計

�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と
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ババ
ララ
ンン
スス
シシ
ーー
トト
でで
分分
かか
るる

市市
のの
資資
産産
とと
負負
債債

平成１３年度末
の市債残高
（翌年度償還
分を除く）

有形固定資産
を取得するた
めに使った国
や県からのお
金

資産を取得す
るために使っ
た市税など

平成１３年度末
に全職員が退
職した場合の
手当の試算額

翌年度の償還
元金

（平成１４年３月３１日現在）ン ス シ ー ト



県内の各市で公表されている平成１２年度末のバラ
ンスシートを人口一人当たりに換算して比較するこ
とで、大館市の資産形成の特徴や将来の財政負担の
面での位置などが分かります。平成１２年度末現在の
バランスシートは、県内５市で作成しています。

各市とも土木費と教育費の資産割合が多く、２つ

の費目を合わせる７０～８０％になります。市民の日常

生活に密着した道路や学校施設などの社会資本整備

に主に税金が投入されてきたという点が共通してい

ます。なお、本市は、これまで進めてきた農林道整

備や農村総合整備事業、北部老人福祉総合エリア整

備事業のため、農林水産業費と民生費の資産割合が

他市より高いのが特徴です。

※※ババラランンススシシーートトはは決決算算統統計計をを基基礎礎数数値値ととししてていいるるたためめ、、普普
通通会会計計（（一一般般会会計計とと都都市市計計画画事事業業、、土土地地取取得得、、奨奨学学資資金金、、休休
日日夜夜間間急急患患セセンンタターーのの４４特特別別会会計計））をを対対象象ととししてていいまますす。。

借 方
資金の使い道の内容

１．有形固定資産 ７２３億１千万円
（１）総務費 ２５億２千万円
（２）民生費 ７３億４千万円
（３）衛生費 ６億１千万円
（４）労働費 ５億５千万円
（５）農林水産業費 ７６億６千万円
（６）商工費 ２４億４千万円
（７）土木費 ２９５億円
（８）消防費 ４億３千万円
（９）教育費 ２０９億３千万円
（１０）その他 ３億３千万円
（有形固定資産のうち土地）（１５８億５千万円）

２．投資等 ４５億６千万円
（１）投資及び出資金 １９億２千万円
（２）貸付金 ６億５千万円
（３）基金 １８億２千万円

① 特定目的基金 １１億円
② 土地開発基金 ７億円
③ 定額運用基金 ２千万円

（４）退職手当組合積立金 １億７千万円

３．流動資産 １７億円
（１）現金・預金 １２億３千万円

① 財政調整基金 ４億８千万円
② 減債基金 １億２千万円
③ 歳計現金 ６億３千万円

（２）未収金 ４億７千万円
① 地方税 ４億１千万円
② その他 ６千万円

資 産 合 計 ７８５億７千万円

鹿角市
４．１％
９．７％
６．１％
４０．４％
３１．５％
８．２％

大曲市
１．１％
４．２％
２．６％
６２．０％
２５．５％
４．６％

能代市
２．２％
２．３％
２．１％
５１．９％
３２．７％
８．８％

秋田市
２．２％
２．３％
０．６％
５１．５％
２９．９％
１３．５％

大館市
１０．５％
１０．６％
３．５％
４０．６％
２９．２％
５．６％

区 分
民 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
教 育 費
そ の 他

大 館 市 の バ ラ

（３％）

（１０％）

（１％）

（１％）

（１０％）

（３％）

（４１％）

（１％）

（２９％）

（１％）

（構成比）

（資産の部） 将来に引き継ぐ財産

農林道
等

地域総合整
備資金等

墓園整備等

市庁舎、市民
文化会館等

防火水槽
等

退職手当組合
積立金のうち
大館市の持分
相当額

前年度からの
繰り越し現金

湯夢湯夢の
里等

水道、病院事
業会計への
出資金等

国民年金印
紙購入基金
等

小中学校、
樹海ドーム
周辺施設等

教育施設、庁
舎建設基金
等

市債の償還の
ための積立金

道路、公園、
市営住宅等

保育所、北部
老人福祉総
合エリア等

勤労者福祉
施設等

有形固定資産の分野別割合

県内他市と比較すると
（平成１２年度末現在バランスシートから）

広報大館２００２．１２．１�
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通
行
量
調
査
と
は

大
館
市
内
の
商
店
街
の
人
通
り
は
ど
こ

が
一
番
多
い
か
を
調
べ
て
、
今
後
の
街
づ

く
り
の
参
考
に
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

そ
し
て
こ
の
結
果
は
、
商
売
上
の
戦
略
資

料
や
こ
れ
か
ら
の
商
売
を
す
る
か
た
の
参

考
資
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
昭
和

４８
年
ご
ろ
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、

平
日
（
金
曜
日
）
と
休
日
（
日
曜
日
）
に

分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
商
工
会
議
所
か
ら

い
た
だ
い
た
資
料
は
昭
和
６３
年
〜
平
成
１４

年
ま
で
の
１５
年
分
で
、
ど
の
年
も
１０
月
に

１３
カ
所
１７
地
点
で
、
歩
行
者
及
び
車
両
を

対
象
に
調
査
し
て

い
ま
す
。

通
行
量

調
査
の結果

今
年
度
は
平

日
・
休
日
と
も
に

「
御
成
町
３
丁
目

・
ほ
か
ほ
か
弁
当

前
」が
ト
ッ
プ
。平

日
で
は
２
年
連
続
、

休
日
で
は
５
年
連

続
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て

ワ
ー
ス
ト
と
な
っ

た
の
は
「
御
成
町

１
丁
目
・
弘
南
観

光
前
」
で
し
た
。
大
館
の
玄
関
口
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
大
館
駅
の
通
行
量
が
少
な
い
と
い
う

結
果
は
、
現
代
は
車
社
会
と
は
い
え
、
大

館
に
来
る
か
た
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が

推
察
さ
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

商
工
会
議
所
の
か
た
も
大
館
市
全
体
の
問

題
で
は
な
い
か
と
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
特
に
落
ち
込
み
が
大
き
か
っ

た
の
は
「
馬
喰
町
・
二
葉
呉
服
店
前
」
で
、

平
日
で
は
平
成
１２
年
は
１
、９
４
４
人
、１３

年
は
８
０
４
人
で
し
た
。
今
年
は
８
７
８

人
で
、
や
や
増
え
ま
し
た
が
大
き
な
落
ち

込
み
で
す
。
休
日
も
、
対
前
年
で
は
５
１

２
人
も
減
っ
て
４
３
３
人
で
し
た
。「
末
広

町
・
大
町
会
館
前
」「
長
倉
町
・
昭
文
堂

前
」「
片
町
・
元
ミ
シ
ェ
ー
ル
前
」
は
、
平

日
・
休
日
と
も
に
昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
過
去
と
比
較
し
て
み
る
と
、

ま
ず
通
行
量
そ
の
も
の
（
す
べ
て
の
地
点

で
の
通
行
量
の
合
計
）
が
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
昭
和
６３
年
と

今
年
を
比
べ
る
と
、
昭
和
６３
年
の
平
日
の

合
計
は
３
万
９
、
２
６
４
人
で
今
年
の
合

計
は
１
万
４
、
５
２
０
人
で
し
た
。
ま
た
、

休
日
で
も
６３
年
の
３
万
３
、
６
６
０
人
に

対
し
今
年
は
９
千
７
９
０
人
で
し
た
。
合

計
が
１
万
人
を
切
っ
た
の
は
今
年
が
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

現
代
が
車
社
会
で
あ
る
こ
と
や
人
口
減

少
な
ど
が
最
大
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
が
、

商
工
会
議
所
の
か
た
は
周
辺
都
市
に
買
い

物
に
行
く
の
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
若
い
世
代
で

は
特
に
そ
の
傾
向
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ほ
か
に
、
通
行
の
中
心
地
が
「
大
町
周

辺
」
か
ら
「
御
成
町
周
辺
」
に
移
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
年
の

ト
ッ
プ
だ
っ
た
「
御
成
町
３
丁
目
・
ほ
か

ほ
か
弁
当
前
」
も
、
ほ
か
の
地
点
同
様
減

少
は
し
て
い
る
の
で
す
が
、
大
町
周
辺
と

は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
差
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
し
に
せ
百
貨
店
の
倒
産
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

空
き
店
舗
実
態
調
査
か
ら

商
工
会
議
所
は
、
長
び
く
景
気
低
迷
の

中
で
空
き
店
舗
の
実
態
を
把
握
し
、
今
後

の
商
業
振
興
対
策
の
指
針
と
す
る
た
め
に

「
商
店
街
空
き
店
舗
実
態
調
査
」を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
１１
年
の
調
査
で
す

が
、
現
在
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
そ
う
で
す
。

場
所
は
大
館
の
中
心
市
街
地
１５
地
区
で
、

合
計
６６
店
も
の
店
が
退
店
し
て
お
り
、
こ

の
多
さ
に
驚
き
現
実
の
厳
し
さ
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
中
で
も
大
町
は
各
地
区
の

ト
ッ
プ
と
な
る
１５
店
と
、
通
行
量
調
査
と

も
比
例
す
る
結
果
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
結
果
の
裏
に
は
「
商
店
街

と
し
て
の
顧
客
吸
引
力
、
魅
力
の
な
さ
」

「
駐
車
場
の
不
足
」「
経
営
者
層
の
高
齢
化
」

「
周
辺
都
市
等
へ
の
顧
客
の
流
出
増
」な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
御
成
町
南
地
区
は
、
通
行
量
調

査
で
は
ト
ッ
プ
の
成
績
に
も
か
か
わ
ら
ず

８
店
の
退
店
。
こ
れ
も
驚
き
だ
っ
た
の
で

す
が
、
調
べ
て
い
く
と
空
き
店
舗
の
多
い

地
区
は
店
数
自
体
が
多
く
あ
っ
て
、
少
な

い
地
区
で
は
そ
れ
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
退
店
数
が
多
い
か
ら

と
い
っ
て
元
気
が
な
い
と
は
一
概
に
は
言

え
ま
せ
ん
。

大
館
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想

こ
れ
ま
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
商
工
会
議
所
は
商
店
街
の
復

活
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
大
き
な
事
業
を

考
え
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
か
た
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
「
大
館

去る１０月の下旬、大館商工会議

所は「大館市内商店街通行量調査」

を行いました。私もこの調査に参

加し、商店街活性化について色々

と感じました。

これがきっかけとなり、現在の

商店街の実態やこれからの展開な

どについて調査したいと思い、大

館商工会議所を訪ねました。

�広報大館２００２．１２．１

がんばれ 商店街！！
商店街の今とこれから

渡 部 英 幸さん（清水町）

市民
リポーター
だよりNo.４

リポーター
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市
商
業
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
構
想

（
大
館
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
）」
で
す
。
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構

想
に
は
、
商
店
街
・
行
政
・
市
民
・
事
業

者
な
ど
の
地
域
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
が
参
加
し
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
る
街
の
運
営
を
横
断

的
・
総
合
的
に
調
整
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
維
持
に
主
体
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
前
文
の
２
つ
の
調

査
と
ほ
ぼ
同
じ
地
域
で
、
も
し
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
空
き
店
舗
も
な
く
な
り
、
す
べ

て
の
世
代
が
楽
し
め
る
よ
う
な
、
ま
さ
に

「
２１
世
紀
型
都
市
」
が
完
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
実
行
す

る
の
が
難
し
い
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

こ
の
事
業
が
完
成
し
た
と
き
の
商
店
街

の
姿
を
、
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
歩
道
、
街
灯
、
店
舗
の
再
整
備
な
ど
街

並
み
が
整
理
さ
れ
、
明
る
く
き
れ
い
な

街
に
な
り
ま
す
。

・
駐
車
場
、
駐
輪
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

・
融
雪
道
路
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

・
高
齢
者
の
利
用
に
配
慮
し
た
交
通
機
関

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

・
コ
ン
サ
ー
ト
、
踊
り
等
若
者
が
主
体
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
家
族
で
楽
し
め
る
施
設
が
整
備
さ
れ
ま

す
。

・
福
祉
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

・
大
館
の
特
産
で
あ
る
木
材
を
生
か
し
た

歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
自
然
、
城
下
町
を
テ
ー
マ
と
し
た
景
観

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
企
画
が
あ
り
、

実
現
に
は
非
常
に
時
間
の
か
か
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
商
店
街
づ
く
り
は
「
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
目
指

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
「
も
て
な

し
の
心
」
が
自
然
に
出
て
く
る
よ
う
な
接

客
が
ひ
と
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
館
は
か
っ
こ
い
い
街

僕
は
山
形
県
寒
河
江
市
か
ら
今
年
初
め

て
大
館
に
来
ま
し
た
。
寒
河
江
市
は
、
人

口
は
大
館
市
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
国
道

沿
い
に
大
型
店
の
並
ぶ
片
山
地
区
の
よ
う

な
場
所
は
あ
る
も
の
の
、
昔
な
が
ら
の
商

店
街
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
大
館
は
城

下
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
市
街
地
の
中

心
を
川
が
流
れ
て
い
る
な
ど
実
際
見
た
と

き
は
本
当
に
か
っ
こ
い
い
街
並
み
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉

ま
っ
て
る
店
が
多
く
て
寂
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。

近
い
将
来
、
だ
れ
か
が
初
め
て
大
館
を

見
た
と
き
、
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
全

部
開
い
て
た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。
大

館
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
リ
ポ
ー
ト
を
終
わ
り
ま
す
。

調査対象となる歩行者は中学生以上
で、自転車・原付バイクを含みます。

商店街の今とこれから

広報大館２００２．１２．１�



「（
有
）大
正
堂
」は
昭
和
８
年
、
Ｊ

Ｒ
大
館
駅
前
に
開
業
し
、
今
は
和
洋

菓
子
の
製
造
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

３
代
目
と
な
る
小
松
さ
ん
は
３２
年
間
、

主
に
洋
菓
子
を
作
っ
て
い
ま
す
。

材
料
の
う
ち
最
も
出
番
の
多
い
卵

で
は
、
一
日
に
２０
キ
ロ
ほ
ど
使
い
ま

す
。
ま
た
、
修
行
中
は
「
総
入
れ
歯

に
な
っ
て
こ
そ
一
人
前
」
と
言
わ
れ

た
ほ
ど
、
砂
糖
に
囲
ま
れ
た
仕
事
で

す
か
ら
、
作
業
途
中
の
ほ
ん
の
少
し

の
味
見
も
、
何
種
類
も
の
ケ
ー
キ
を

作
る
う
ち
に
相
当
の
量
に
な
り
ま
す
。

空
中
に
散
る
粉
砂
糖
は
、
鼻
か
ら
も

吸
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
菓

子
職
人
に
と
っ
て
歯
の
病
気
は
、
人

一
倍
気
を
遣
う
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
自
分
で
ケ
ー

キ
作
り
を
考
え
て
い
る
か
た
も
多
い

は
ず
。「
基
本
は
、
使
う
も
の
を
す
べ

て
そ
ろ
え
て
か
ら
始
め
る
こ
と
で
す
。

土
台
と
な
る
ス
ポ
ン
ジ
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
前
の
日
に
作
っ
て
一
晩
休
ま

せ
て
お
く
ほ
う
が
、
硬
く
な
ら
ず
に

し
っ
と
り
仕
上
が
り
ま
す
よ
」。そ
も

そ
も
お
菓
子
は
、
出
来
た
て
が
一
番

の
食
べ
ご
ろ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

女
性
セ
ン
タ
ー
で
人
気
の
ケ
ー
キ

作
り
教
室
で
は
、
講
師
と
し
て
本
に

書
い
て
い
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
「
コ

ツ
」を
教
え
て
く
れ
ま
す
。卵
の
泡
立

て
か
た
と
小
麦
粉
の
混
ぜ
合
わ
せ
か

た
は
、
出
来
を
左
右
す
る
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
が
、
教
室
で
は
だ
れ
で

も
簡
単
に
身
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
く
お
客

さ
ん
は
、
み
ん
な
幸
せ
そ
う
な
顔
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
小
松
さ
ん
。

そ
の
笑
顔
を
楽
し
み
に
ケ
ー
キ
作
り

を
続
け
ま
す
。

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分
１２月 の 休 館 日・８日、２３日、２６日、２９日～３１日
※年末年始の休館は１２月２９日（日）～１月３日（金）です。
１２月のテーマ図書・『受賞図書』
大館親子読書会・６日（毎月第１金曜日）１０時３０分～

司書のおすすめ 『世界美術館の旅』

「旅をする」をテーマに、世
界２５０都市・５５０の美術館を収録。
国別の美術館の見どころや楽し
み方を紹介。約１，０００点の写真、
約１５０点の地図など、ビジュアル
情報も充実。

著 者
吉 岡 逸 夫
斉 藤 時 子
牧 野 雅 彦
中 野 貞 一 郎
明 石 康 ほ か
山 本 雅 子
小 西 砂 千 夫
高 橋 祥 友
島 村 英 紀
村上志緒 編
大 森 い く 子
藤 本 ひ と み
川 島 英 夫
下 田 光 子
森 村 誠 一
松 岡 圭 祐
山 本 文 緒
板谷敏弘ほか
ひ ろ さ ち や
ナ ン シ ー 関
あきやまただし
福 田 岩 緒
五 味 太 郎
ドーン・アパリー
藤 真 知 子
星 新 一

図 書 名
なぜ記者は戦場へ行くのか
極道の女房
共存のための技術
民事裁判入門
日本の領土問題
お茶屋遊びを知っといやすか
地方財政改革論
どうぞ気楽に精神科へ
地震学がよくわかる
日本のハーブ事典
おいもで作るおやつＢＯＯＫ
変態
娘の離婚
わたしはぜったい別れない
夜明けのコーヒーを君と一緒に
マジシャン
ファースト・プライオリティー
本田宗一郎と井深大
なぜ人間には宗教が必要なのか
天地無用
へんしんトンネル
ぼくはオニじゃない！
注意読本
いちばんたいせつなともだち
まじょ子とハムスター王国
未来人の家

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

新鮮な材料で手作りの味を

小 松 彰さん（東成町）
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小学館出版局ほか編・小学館
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○
暦
の
上
で
は
、
も
う
冬
。
月
日
が
韋

駄
天
（
い
だ
て
ん
）
の
よ
う
に
走
り
去

り
ゆ
く
。
大
み
そ
か
に
は
家
族
総
出
の

大
掃
除
。
お
め
で
た
い
掛
け
軸
、
置
物
、

床
の
間
に
飾
り
ま
す
。
新
し
い
年
を
お

迎
え
し
ま
す
。

（
富
樫
良
子
さ
ん
・
弁
天
町
）

○
窓
は
ぞ
う
き
ん
で
ふ
く
よ
り
も
、
新

聞
紙
を
使
う
と
良
い
。

（
目
時
暢
子
さ
ん
・
天
下
町
２
区
）

○
テ
レ
ビ
で
見
た
の
で
す
が
、
古
い
柱

を
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
ゆ
で
汁
で
ふ
く
と

き
れ
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

今
年
は
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

（
坂
上
篤
子
さ
ん
・
御
成
町
４
丁
目
）

○
大
掃
除
に
つ
い
て
、
今
年
こ
そ
は
と

思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
の
大
掃
除
で
す
。
要
ら
な
い
メ
ー

ル
の
整
理
、
フ
ォ
ル
ダ
の
整
理
と
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
っ
て
早
２
年
、
ど
う
に
か

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
だ

れ
か
パ
ソ
コ
ン
の
掃
除
の
仕
方
、
整
理

の
仕
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
小
笠
原
弘
子
さ
ん
・
下
代
野
４
区
）

○
我
が
家
の
大
掃
除
は
、
年
末
と
か
で

な
く
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
や
り
ま
す
。

６
歳
の
長
男
が
床
を
ふ
き
、
私
が
窓
を

ふ
き
、
次
男
が
掃
除
機
を
か
け
ま
す
。

主
人
は
…
。

（
成
田
真
由
子
さ
ん
・
新
富
町
）

○
う
ち
の
奥
さ
ん
、
い
つ
も
き
れ
い
に

掃
除
し
て
い
る
の
で
、
大
掃
除
は
必
要

な
い
か
な
ぁ
…
と
い
う
こ
と
に
し
て
お

き
ま
す
。

（
佐
藤
信
二
郎
さ
ん
・
軽
井
沢
２
区
）

○
私
な
り
の
大
掃
除
は
、
１０
月
中
の
暖

か
い
う
ち
に
障
子
は
り
な
ど
済
ま
せ
、

１２
月
の
大
掃
除
は
簡
単
に
し
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
あ
ゆ
子
さ
ん
・
向
羽
立
）

○
私
の
職
場
で
は
、
年
２
回
ワ
ッ
ク
ス

が
け
を
社
員
が
し
ま
す
。
皆
汗
び
っ

し
ょ
り
に
な
り
ま
す
が
、
夜
の
飲
み
会

を
楽
し
み
に
頑
張
り
ま
す
。
最
初
は
と

て
も
い
や
な
大
掃
除
で
し
た
が
、
み
ん

な
で
や
る
と
達
成
感
も
大
き
い
の
で
今

は
や
る
ぞ
！

と
キ
ア
イ
で
す
。

（
匿
名
希
望
・
女
性
）

○
掃
除
し
て
い
る
つ
も
り
が
、
つ
い
懐

か
し
い
品
々
、
思
い
出
の
あ
る
物
な
ど

を
見
つ
け
て
は
、
手
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
掃
除
の
方
は
な
か
な
か
は
か

ど
ら
ず
、
で
も
心
の
中
は
と
っ
て
も

あ
っ
た
か
に
な
る
の
で
し
た
。

（
成
田
夏
子
さ
ん
・
御
成
町
３
丁
目
）

ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
は
読
者
の
み
な
さ
ん

の
ペ
ー
ジ
で
す
。

・
毎
月
の
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
思
い
出

話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

・
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
や
決
定
的
な
瞬
間

な
ど
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
月
の
テ
ー
マ
・
「
新
年
の
誓
い
」

応
募
先
・
〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
「
ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
」
係

締
め
切
り
・
１２
月
１３
日
（
金
）

※
イ
ラ
ス
ト
、写
真
は
随
時
受
け
付
け
。

問
総
務
課
�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
５
８
）

▽
問
題

�
広
報
大
館
１
月
１
日
号
に
掲
載

す
る
た
め
募
集
し
て
い
る
写
真

の
テ
ー
マ
は
？

�
平
成
１３
年
度
決
算
で
の
大
館
市

の
財
政
力
指
数
は
？

�
市
立
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
は
何

月
何
日
？

▽
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、

答
え
（
�
―
�
―
）
と
、
ハ
チ

公
ひ
ろ
ば
１
月
の
テ
ー
マ
「
新

年
の
誓
い
」
を
お
書
き
添
え
く

だ
さ
い
。

※
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
人
の
か
た
に
、
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
と
図
書
券
を
贈
り
ま
す
。

▽
締
め
切
り

１２
月
１３
日（
金
）当
日
消
印
有
効

▽
応
募
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
ク
イ
ズ
係

▽
１１
月
１
日
号
の
答
え

�
３６
人

�
１１
月
２４
日

�
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

▽
１１
月
１
日
号
の
当
選
者

・
遠
藤
八
重
子
さ
ん（
茂
内
屋
敷
）

・
坂
上

篤
子
さ
ん

（
御
成
町
４
丁
目
）

・
櫻
庭
富
喜
子
さ
ん（
通

町
）

・
富
樫

良
子
さ
ん（
弁
天
町
）

・
村
元
裕
美
子
さ
ん（
新
富
町
）

※
応
募
総
数
３２
、
全
問
正
解
数
２９

クイズ

１２月の
テーマ
「大掃除」

がヒント

■催し 大館市民合唱会「クリスマスコンサート」
と き・１２月８日（日）１３：３０開演
ところ・市民文化会館
曲 目
あらののはてに、もろびとこぞりて、
きよしこの夜など

問藤盛さん �４６―２９６６

■催し 大館市弁護士無料法律講演会
と き・１２月１７日（火）１３：３０～１５：００
ところ・釈迦内公民館
講 師・伊藤治兵衛弁護士
内 容・「くらしの中の法律」
問大館市社会福祉協議会 �４２―８１０１

■募集 東北電力ホーム講習冬休み親子講習会参加者
と き・１５年１月９日（木）１０：００～１３：００
ところ・東北電力大館営業所電気教室
内 容・ピザ作り
対 象・小学生以上の子どもとその保護者
定 員・８組（先着順） 参加費・５００円
※受付開始は１２月１０日１０：００～
申問東北電力（株）大館営業所 �４２―１２６６

■募集 きもの着付け、いけ花講習受講生
と き
１２月６日（金）、１３日（金）、２７日（金）、１５年１月１７日（金）、
２４日（金）、３１日（金）１４：３０～２０：３０
ところ・御成町１丁目町内会館
受講料・無料
※着付けは、教本・教材費２，０００円
いけ花は、花代１回につき１，０００円

申問工藤さん �０９０―４８８５―８１１７

で ん ご ん 板
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東
台
１
区
〜
４
区
と
長
根
山
の
５
町

内
か
ら
な
る
東
台
地
区
振
興
会
で
は
、

こ
の
ほ
ど
宝
く
じ
事
業
収
益
金
還
元
金

の
助
成
を
受
け
、
地
域
内
の
１４
カ
所
に

街
路
灯
を
新
設
し
ま
し
た
。
歩
道
が
明

る
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
犯
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
事
業
は

広
く
社
会
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
問
総
務
課
（
内
線
２
５
９
）

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

と

き
・
１２
月
１５
日（
日
）
１３
時
〜

と
こ
ろ
・
市
民
文
化
会
館

※
入
場
無
料
。
託
児
を
行
い
ま
す（
要
予

約
）。

問
県
観
光
課
県
北
地
域
振
興
班

�
０
１
８
６
―
６０
―
０
０
１
３

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

県
で
は
、
秋
田
の
風
景
、

祭
り
な
ど
の
年
賀
状
素
材
集

を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
。
県
総
合
観
光
サ

イ
ト「
あ
き
た
フ
ァ
ン
・
ド
ッ

と
・
コ
ム
」
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
年
賀
状
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

w
w
w
.akitafan.com

問
県
観
光
情
報
発
信
チ
ー
ム

�
０
１
８
―
８
６
０
―
２
２
７
３

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

サン・アビリティーズ大館�４２－０７６９
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４
サン・アビリティーズ大館

�４３－２２０８
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）
市 役 所 会 議 室

（内線３４８）
市 役 所 会 議 室

（内線２４７）
総 合 福 祉 セ ン タ ー

�４２―８１０１
総 合 福 祉 セ ン タ ー
二 井 田 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
長 木 公 民 館
花 岡 公 民 館
十 二 所 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：３０～１５：３０

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１６：００

９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木
毎週
月～金
毎週
月～金
１１日
（水）
２５日
（水）
４日（水）
（１／８）
１９日
（木）
２日（月）
５日（木）
９日（月）
１１日（水）
１６日（月）
１７日（火）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

いじめ、子
育て一般

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と こ ろ
大館市役所（成分献血）
大館市役所（成分献血）
清水４丁目 （株）バイタルネット大館支店
中道３丁目 花岡土建（株）
根下戸新町 マックスバリュ大館西店
清水４丁目 同和通運（株）秋田支社
芦田子 大館園
花岡町 明間ボーリング（株）
花岡町 東光鉄工（株）花岡工場
大茂内 （株）大館製作所

と き
８：５０～１２：２０
１３：００～１６：００
９：００～１０：００
１０：２０～１１：２０
１２：３０～１５：００
１５：３０～１７：００
９：２０～１０：４０
１１：００～１２：００
１３：１０～１４：１０
１４：３０～１５：３０

１０日
（火）

２５日
（水）

２６日
（木）

あきた北
７：３５ ８：４５
１６：２５ １７：３５

東 京
９：２０ １０：３０
１８：１０ １９：２０

あきた北

�広広報報大大館館２２００００２２．．１１２２．．１１

県北地域観光協議会
設立記念講演

講 師・小倉智昭氏（タレント、秋田県出身）

演 題・「小倉智昭の秋田生まれでエガッタナ」

ご
利
用
く
だ
さ
い「
年
賀
状
素
材
集
」

宝
く
じ
の
収
益
金
で
街
路
灯
を
新
設

成分献血は予約制
大館鹿角健康福祉センター

�５２－３９５２

大阪（伊丹空港）便は１２月から２月まで運休します。

お気軽に
ご相談ください

片道通常２３，２００円 往復だと片道あたり２０，９５０円
※１２／２７～１／５は往復運賃の利用はできません。
特割では、片道１８，０００円～。
※１２／２７～１／５は特割の利用はできません。

ニュース

１１２２月

１１２２月

１２月２０日～１月７日の時刻表
東京（羽田空港）便

血

談

献

相



今
年
８
月
、
鍛
冶
町
バ
ス
停
前
に
秋
田
県
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

各
種
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
、
そ
し
て
研
修
や
団
体
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う

に
、
県
で
設
立
し
た
も
の
で
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
う
と
、
何
や
ら
難
し
い
も
の
の
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
男
性
女
性
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
人
間
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
人
格
を
認
め
合
い

お
互
い
協
力
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
性
的
な
い
や
が
ら
せ
や
つ
き
ま
と
い
、
夫
や
恋
人
な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
が
な
い
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
ち
ょ
っ
と
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
病
院
で
医
師
と
と
も
に
患
者
さ

ん
の
看
護
を
す
る
人
、
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
す
る
人
、
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
。
ど
ん
な
人
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
か
。
今
で
は
女
性
の
職
場
、
男
性
の

職
場
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
名
称
も
看
護
婦
か
ら
看
護
師
へ
、
保
母
か
ら

保
育
士
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
一
見
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
わ

れ
て
い
た
こ
と
も
、
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
壁
を
打
ち
破
る
た
め
に
、
行
政
と
し
て
は
で
き
る
だ
け
情
報
を
発
信
し
て
、
皆

さ
ん
に
考
え
る
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
担
当
を
設
け
「
大
館
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
（
通
称
・
お
お
だ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ン
）」
の
策
定

に
向
け
た
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て

も
女
性
の
た
め
の
学
習
会
や
技
術
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
職
場
で
も
家
庭
で
も
男
女
が
共
に
手
を
携
え
て
い
け
る
た
め
の
学
習
機
会
の

提
供
や
子
育
て
の
充
実
に
向
け
た
社
会
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
意

識
改
革
を
進
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
行
政
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
向
け
て

こんなかたにお勧め
・ついうっかり納期限を忘れてしまった。
・仕事が忙しくて金融機関に行く時間がない。
・高い交通費を払って金融機関に行かなければならない
口座振替だと国保税や他の市税等が定期に自動的にあ
なたの金融口座から振替納付できますので安心です。

No．２４３

市
長
リ
ポ
ー
ト

お電話ください！
手続き書類を送ります。

１２月は固定資産税第３期、国民健康保険税第
６期の納期です。忘れずに納めてください。
お問い合わせや納付の相談は、

収納課（内線２２７）

市では期間限定（来年３月まで）で、金融機
関に出向かなくても口座振替の申し込み手続き
ができるサービスを始めました。
手続き方法
�まずは電話等でご連絡。
�担当課から口座振替依頼書を郵送します。
�記入例を参考に口座振替依頼書を記入の上、
同封の封筒で返送するだけ。
※手続き完了後、１５年４月から自動的に振替納
付されます。
口座振替できるのは
国民健康保険税、市県民税（普通徴収）、固定
資産税、軽自動車税、介護保険料
取扱金融機関
秋田銀行全店、大館市・比内町・田代町に所
在する次の金融機関（北都銀行、青森銀行、
みちのく銀行、大館信用組合、秋田県労働金
庫、あきた北農業協同組合）、全国の郵便局
お問い合わせ、ご連絡は、
市税などは収納課（内線２２７）
介護保険料は長寿支援課（内線４０２）

納期内に納めてください
固定資産税、国民健康保険税

広報大館２００２．１２．１�



催

し

笑
う
門
に
は
福
来
る

お
お
だ
て
特
選
落
語
会「
初
春
の
席
」

と

き
１５
年
１
月
１９
日（
日
）
１９
時
開
演

と
こ
ろ
・
市
民
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

入
場
料
（
当
日
は
３
０
０
円
増
）

大

人

１
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下

５
０
０
円

出

演
柳
家
喬
太
郎
、
春
風
亭
昇
太
、
林

家
二
楽
（
紙
切
り
）

市
民
文
化
会
館
�
４９
―
７
０
６
６

講
演
会「
忠
臣
蔵
三
百
年
」

と

き
・
１２
月
１２
日（
木
）
１４
時
〜

と
こ
ろ
・
中
央
図
書
館

講

師
小
松

宰
氏
（
忠
臣
蔵
研
究
家
）

テ
ー
マ

歴
史
講
座
「
忠
臣
蔵
三
百
年
」

※
入
場
無
料
で
す
。

中
央
図
書
館

�
４２
―
２
５
２
５

第
２７
回「
地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い
」

と

き
・
１２
月
７
日（
土
）１４
時
〜
１６
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

講
師
と
テ
ー
マ

・
杉
山

和
氏（
杉
山
病
院
理
事
長
）

『
秋
田
県
医
師
会
「
自
殺
予
防
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
間
報
告
』

・
吉
岡
尚
文
氏

（
秋
田
大
学
医
学
部
法
医
学
教
授
）

『
動
き
は
じ
め
よ
う
自
殺
予
防
へ
』

※
入
場
無
料
で
す
。

大
館
市
北
秋
田
郡
医
師
会

�
４３
―
４
５
１
１

募

集

来
年
春
か
ら
の
保
育
園
園
児

募
集
年
齢

生
後
６
カ
月
〜
５
歳
児
若
干
名

城
南
保
育
園

�
４２
―
１
８
０
６

有
浦
保
育
園

�
４２
―
１
１
４
９

釈
迦
内
保
育
園

�
４８
―
２
２
３
１

十
二
所
保
育
園

�
５２
―
２
１
７
２

生
後
２
カ
月
〜
２
歳
児
若
干
名

大
館
乳
児
保
育
園
�
４２
―
５
１
３
０

生
後
６
カ
月
〜
２
歳
児
若
干
名

エ
ン
ジ
ェ
ル
保
育
園
�
４３
―
６
７
８
９

受
付
期
間

１５
年
１
月
６
日（
月
）〜
２０
日（
月
）

福
祉
課
・
各
保
育
園

福
祉
課
（
内
線
４
０
７
）

住
宅
を
お
探
し
の
か
た
へ

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数
と
家
賃（
月
額
）

▽
水
門
前
住
宅
・
１
戸

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
７５
�
）

２
５
、
０
０
０
円

〜
５
５
、
０
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

連
帯
保
証
人（
２
人
）が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
１２
月
１６
日（
月
）ま
で

入
居
時
期
・
１
月
下
旬

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
１２
月
２４
日（
火
）
１０
時
〜

と
こ
ろ
・
市
役
所
１
階
第
２
会
議
室

※
本
人
ま
た
は
代
理
人
に
抽
選
し
て

も
ら
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課
（
内
線
３
１
０
）

新
春
書
き
初
め
会
参
加
者

と

き
１５
年
１
月
１０
日（
金
）

９
時
３０
分
〜
１４
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

対

象
・
市
内
の
小
学
生

参
加
料
・
無
料

持
ち
物

昼
食
、
書
道
用
具
一
式
、
新
聞
紙
、

条
幅
下
敷
き
、
ふ
き
ん

中
央
公
民
館
�
４２
―
４
３
６
９

県
の
物
品
供
給
業
者（
追
加
登
録
）

対
象
と
な
る
か
た

県
が
発
注
す
る
、
物
品
の
購
入
や

売
り
払
い
の
際
の
入
札
に
参
加
し

よ
う
と
す
る
か
た
で
、
同
一
の
事

業
を
１
年
以
上
営
ん
で
い
る
か
た
。

（
４
月
、
１０
月
に
未
登
録
の
か
た
）

問問

問申問

問申
・
問

申し込み先など

女性センター
�４９－７０２８

３日（火）
９：００受付開
始。
�４７－７０７０

職業訓練
センター
�４３－５８１７

サンクレア
大館
�４５－０５１５

定員

１５人

各
２０人

１０人

各
１０組

２０人

１５人

２０人

１５人

１５人

２０人

費 用 ・ 持 ち 物 な ど

筆記用具、エプロン、花ばさみ、包み紙

材料費２，０００円、エプロン、三角巾、
ふきん（２枚）

材料費３，５００円

材料費１人３００円、エプロン、タオル

受講料６，０００円、用具代４，０００円、
画材料５００円

受講料６，０００円、材料代５，０００円、
かんな、メジャー、切り出し小刀

受講料３，０００円、教材費１，７００円

受講料５，５００円、服装と履物に指定
あり

受講料３，０００円、資料代３００円、書道
道具一式

受講料５，０００円、テキスト代１，３００円

と き

１２月２５日（水）１０：００～１２：００
１２月１２日（木）１０：００～１３：００
１２月１８日（水）９：３０～１２：００

１２月１０日（火）、１９日（木）
９：３０～１２：００

�１２月２１日（土）９：３０～１１：３０
�１２月２２日（日）９：３０～１１：３０

１２月２４日～３月２６日の毎週火曜日
１３：３０～１６：３０

１２月２４日～３月２６日の毎週火曜日

１２月１６日（月）、１８日（水）、２０日（金）
１８：３０～２１：００

１月１１日～３月２２日の毎週土曜日
１３：３０～１５：３０

１月１１日～３月２２日の第２・４土曜日
１０：００～１２：００

１月７日から３月１８日の毎週火曜日
１９：００～２１：００

ところ

女 性
センター

北部シルバー
エリアコミュニ
ティセンター

職業訓練
センター

サンクレア
大 館

教 室 ・ 講 座 名

新 春 の 生 け 花
お正月用オードブル
ク リ ス マ ス ケ ー キ

彫 金 教 室（全２回）

親 子 陶 芸 教 室

水 彩 画 講 座（全１２回）

曲げわっぱ講座（全１２回）

インターネット入門
（全３回）

社交ダンス教室（全１１回）

実用書道教室（全６回）

ウクレレ教室（全１０回）

�広報大館２００２．１２．１

市 役 所
�４９－３１１１

大大好好評評のの「「ききりりたたんんぽぽ」」
（（渋渋谷谷区区くくみみんんのの広広場場））

お知らせ



ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
受
付
期
間

１５
年
１
月
６
日（
月
）〜
３１
日（
金
）

※
申
請
書
は
１２
月
６
日
（
金
）
か
ら

交
付
し
ま
す
。

県
出
納
局
管
財
課

�
０
１
８
―
８
６
０
―
２
７
４
１

自

衛

隊

生

徒

給
与
を
支
給
さ
れ
な
が
ら
、
高
等

学
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

資

格
中
学
校
卒
業
又
は
見
込
み
の
か
た

で
、
１７
歳
未
満
（
昭
和
６１
年
４
月

２
日
〜
昭
和
６３
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
男
子

締
め
切
り

１５
年
１
月
７
日（
火
）必
着

自
衛
隊
大
館
出
張
所

�
４２
―
１
３
９
８

そ

の

他

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

税
務
課
に
届
け
出
を

税
務
課
で
は
、
取
り
壊
し
た
住
宅

や
物
置
な
ど
の
家
屋
に
、
来
年
度
の

固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な
い
よ
う
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。家
屋
を
取
り
壊

し
た
と
き
に
は
、
課
税
誤
り
を
防
ぐ

た
め
、
税
務
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
で
「
建
物
滅
失
登

記
」
の
手
続
き
が
お
済
み
の
か
た
は
、

届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
売
買
や
相
続
な
ど
で
、
登
記
さ
れ

て
い
な
い
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

さ
れ
た
と
き
も
お
届
け
く
だ
さ
い
。

税
務
課
（
内
線
２
３
１
）

ご
み
焼
却
炉
の

基
準
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
」
が
改
正
さ
れ
、

１２
月
１
日
か
ら
、
ご
み
焼
却
炉
の
構

造
基
準
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
焼
却

炉
の
規
模
や
使
用
頻
度
な
ど
に
関
わ

り
な
く
適
用
さ
れ
、
こ
の
基
準
を
満

た
さ
な
い
焼
却
炉
を
使
用
し
た
と
き

の
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

構
造
基
準
と
焼
却
方
法

・
空
気
取
り
入
れ
口
と
煙
突
の
先
端

以
外
に
、
焼
却
炉
内
部
と
外
気
が

接
し
な
い
こ
と
。

・
燃
焼
室
で
発
生
す
る
ガ
ス
が
８
０

０
℃
以
上
の
状
態
で
、
ご
み
を
焼

却
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
燃
焼
に
必
要
な
量
の
空
気
の
通
風

が
行
わ
れ
、
外
気
と
遮
断
さ
れ
た

状
態
で
、
定
量
ず
つ
ご
み
を
燃
焼

室
へ
投
入
で
き
る
こ
と
。

・
燃
焼
室
の
燃
焼
ガ
ス
温
度
を
測
定

す
る
た
め
の
装
置
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

・
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
保
つ
た
め
に

必
要
な
助
燃
装
置
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

大
館
保
健
所

�
５２
―
３
９
５
５

市

民

の

善

意

▽
つ
く
し
苑
扱
い

社
団
法
人
秋
田
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協

会
大
館
支
部

日
本
庭
園
一
式

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

丸
屋
良
三
さ
ん（
白
沢
）

１０
万
円

常
盤
木
町
商
店
街
振
興
会

１
１
、
５
０
０
円

大
館
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

悠
々
ク
ラ
ブ

１
万
円

大
館
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

１
０
、
３
０
０
円

大
館
市
盲
人
会

３
、
５
５
０
円

松
江
正
良
さ
ん（
比
内
町
）

お
米

大
館
市
連
合
婦
人
会

５
万
円

の
ぎ
く
の
会

５
千
円

大
館
感
恩
講

２
万
５
千
円

佐
々
木
綱
大
さ
ん（
城
西
町
）１０
万
円

岩
長
商
店
の
お
客
様
４
、
７
８
２
円

西
大
館
婦
人
会

５
、
４
２
０
円

大
館
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
あ
じ
さ

い
老
人
ク
ラ
ブ

４
、
５
３
７
円

財
団
法
人
宮
越
福
祉
財
団

１
万
円

佐
藤
藤
雄
さ
ん（
小
袴
）

野

菜

１５年４月２５日（金）まで、次の県道を閉鎖します。
主要県道「白沢田代線」
二井山～田代町越山までの８．１㎞

一般県道「雪沢十和田毛馬内線」
赤沢～毛馬内へ通じる道路のうちの赤沢地内１．２㎞

※通行禁止箇所の前後に標識とバリケードが設置さ
れます。
北秋田建設事務所�０１８６―６２―３１１１

凍結防止のため、小柄沢墓園、十瀬野公園墓地内
の水道を閉栓します。
閉栓期間
１２月７日（土）～１５年３月１３日（木）
※小柄沢墓園は東雲閣の水道をご利用ください。
生活環境課（内線２４７）

芝谷地湿原管理棟のトイレと長走風穴館は、冬期
間閉鎖・閉館します。
閉鎖・閉館期間 １５年３月３１日（月）まで
大館郷土博物館 �４８―２１１９

１２月２０日（金）１３時から達子森
スキー場、大滝温泉スキー場を
オープンします。
スポーツ振興課

�４２―０３１０

申
・
問

申
・
問

問問

問

問

問

問

雪沢十和田毛馬内線Ｌ＝１．２㎞

県道を閉鎖します

冬期間閉鎖・閉館します

お待たせしました
市立スキー場オープン

墓地内の水道を閉栓します

白沢田代線Ｌ＝８．１㎞

広報大館２００２．１２．１�




